
「奈良県新公会堂ライトアップ業務委託」特記仕様書 追記その１著作権については以下のとおり定めることとします。第12条 著作権応募提案書類､その他応募者から提出された書類(以下｢応募提案書類等｣という。)の著作権は､応募者に帰属する｡ただし､奈良県が当該募集に関する報告等のため、必要な場合には、応募提案書類等の内容を無償で使用できるものとする。なお、次の内容を含んで契約を締結する予定です。（著作権の譲渡等）１ 受託者（以下乙という ）は、成果物（第３７条第１項の規定により準用される第３１条の規定する指定部分に係る成果物及び第３７条第２項の規定により準用される第３１条に規定する引渡部分に係る成果物を含む。以下本条において同じ。 ）が著作権法（昭和４５年法律第８号）第２条第１項第１号に規定する著作物（以下「著作物」という。 ）に該当する場合には、当該著作物に係る乙の著作権（著作権法第２１条から第２８条までに規定する権利をいう。 ）を当該著作物の引渡し時に奈良県（以下甲という）に無償で譲渡する も の と す る 。２ 甲は、成果物が著作物に該当するとしないとにかかわらず、当該成果物の内容を乙の承諾なく自由に公表することができ、また、当該成果物が著作物に該当する場合には、乙が承諾したときに限り、既に乙が当該著作物に表示した氏名を変更することができる。３ 乙は、成果物が著作物に該当する場合において、甲が当該著作物の利用目的の実現のためにその内容を改変するときは、その改変に同意する。また、甲は、成果物が著作物に該当しない場合には、当該成果物の内容を乙の承諾なく自由に改変することができる。４ 乙は、成果物 （ 業 務 を 行 う 上 で 得 ら れ た 記 録 等 を 含 む 。 ） が 著 作 物 に 該 当す る と し な い と に か か わ ら ず 、 甲 が 承 諾 し た 場 合 に は 、 当 該 成 果 物 を 使 用又 は 複 製 し 、 ま た 、 第 １ 条 第 ５ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 当 該 成 果 物 の 内 容 を公 表 す る こ と が で き る 。５ 甲は、乙が成果物の作成に当たって開発したプログラム（著作権法第１０条第１項第９号に規定するプログラムの著作物をいう。 ）及びデータベース（著作権法第１２条の２に規定するデータベースの著作物をいう。）について、乙が承諾した場合には、別に定めるところにより、当該プログラム及びデータベースを利用することが で き る 。


